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世
界
で
発
生
す
る
大
き
な

地
震
の
約
21
％
が
日
本
で
起

き
て
い
る
。
地
震
・
津
波
の

防
災
で
大
切
な
こ
と
は
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
り
、
自

分
達
の
地
域
は
自
分
達
で
守

る
。
そ
の
た
め
に
自
主
的
に

結
成
す
る
防
災
組
織
が
自
主

防
災
組
織
で
あ
る
。
本
町
の

組
織
率
と
活
動
状
況
は
ど
う

か
。

組
織
率
91
・
６
％

町
長

　

本
町
の
自
主
防
災
組
織

は
12
月
現
在
で
、
１
４
３

あ
る
自
治
公
民
館
の
う
ち
、

１
３
１
自
治
公
民
館
で
91
・

６
％
の
組
織
率
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
活
動
し
て
い
る
組
織

に
入
団
し
た
。
今
後
の
女
性

消
防
団
の
活
用
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

入
団
状
況
を
見
な
が
ら

活
動
の
充
実
を
は
か
る

町
長

　

今
後
の
入
団
状
況
を
見
な

が
ら
当
分
の
間
は
分
団
付
で

活
動
の
充
実
を
は
か
る
。
火

災
予
防
の
活
動
や
応
急
手
当

の
普
及
活
動
な
ど
、
女
性
な

ら
で
は
の
心
配
り
の
あ
る
活

動
に
つ
な
げ
る
。

こ
ど
も
貧
困
で
絶
対
的

貧
困
は
ど
れ
く
ら
い
か

神
﨑
議
員

　

絶
対
的
貧
困
は
、
生
命
を

維
持
す
る
た
め
に
最
低
限
必

要
な
衣
食
住
が
満
ち
足
り
て

い
な
い
状
態
の
事
で
あ
る
が
、

町
内
に
ど
の
く
れ
く
ら
い
あ

る
の
か
。

本
町
は
こ
の
定
義
に

即
し
た
統
計
は
な
い

町
長

　

子
ど
も
貧
困
は
対
象
と
な

る
世
帯
の
18
歳
未
満
の
児
童

の
割
合
で
あ
る
。
絶
対
的
貧

は
平
成
27
年
は
66
％
。
平
成

28
年
は
71
％
が
活
動
し
て
い

る
。

活
動
の
強
化
策
は
出

来
な
い
か

神
﨑
議
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大
き
な
災
害
が
起
き
た
時

に
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と

が
出
来
る
の
は
自
主
防
災
組

織
の
活
動
が
大
き
い
と
思
う
。

そ
こ
で
強
化
策
が
出
来
な
い

か
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
と
活

動
の
補
助
金
で
検
討

町
長

　

県
が
平
成
27
年
度
か
ら
進

め
る
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
講
座
で
、
気
象
や
災
害

の
基
礎
知
識
、
救
命
、
災
害

時
の
図
上
訓
練
な
ど
の
内
容

で
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
習
得

で
き
る
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

の
訓
練
で
、
町
民
一
人
一
人

の
防
災
意
識
を
高
揚
さ
せ
る

困
は
様
々
な
要
因
に
よ
り
収

入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
生
計
を
維
持
す
る
事

が
困
難
な
世
帯
で
あ
る
。
そ

れ
が
生
活
保
護
世
帯
と
と
ら

え
る
と
町
内
の
１
％
と
考
え

て
い
る
。

相
対
的
貧
困
は
ど
れ

く
ら
い
か

神
﨑
議
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相
対
的
貧
困
は
、
そ
の
地

域
、
時
代
、
社
会
に
お
い
て

普
通
と
さ
れ
る
生
活
が
享
受

す
る
事
の
出
来
な
い
状
態
で
、

社
会
的
標
準
的
な
所
得
の
半

分
以
下
の
所
得
し
か
な
い
世

帯
の
事
で
あ
る
。
町
内
に
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

就
学
援
助
費
の
受
給

者
と
考
え
ら
れ
る

町
長

　

経
済
的
理
由
で
高
校
進
学

が
で
き
な
い
、
塾
に
通
え
な

い
と
か
、
部
活
動
に
参
加
出

来
な
い
な
ど
就
学
援
助
費
の

受
給
者
と
考
え
る
と
、
町
内

で
10
・
４
％
で
あ
る
。

事
が
重
要
で
あ
る
事
か
ら
、

頑
張
る
地
域
応
援
交
付
金
に

関
す
る
自
主
防
災
組
織
の
活

動
へ
の
補
助
金
等
に
つ
い
て

検
討
を
考
え
て
い
る
。

女
性
消
防
団
員
の
活
用
は
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﨑
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近
隣
市
町
は
女
性
消
防
団

員
が
10
人
以
上
い
る
。
本
町

は
昨
年
２
名
が
菱
田
消
防
団

対
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か

神
﨑
議
員

　

子
ど
も
の
保
護
者
や
社
会

に
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

何
か
対
策
は
出
来
な
い
か
。

近
い
将
来
教
育
費
の

無
償
化
で
緩
和
さ
れ
る

町
長

　

学
べ
な
い
子
ど
も
が
学
べ

る
状
況
を
つ
く
る
事
は
当
然

我
々
社
会
の
責
務
で
あ
る
。

国
も
幼
児
教
育
、
社
会
教
育

の
無
償
化
を
２
０
２
０
年
度

か
ら
実
施
す
る
と
言
わ
れ
る
。

学
校
給
食
費
の
軽
減
や
18
歳

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
で

貧
困
対
策
が
緩
和
さ
れ
る
の

で
は
と
考
え
る
。

一
人
一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
る
事
が
重
要

自
主
防
災
組
織
の
強
化
は
で
き
な
い
か

水消火器による町防災訓練（野方地区）

子どもの貧困率

区　　分 割　　合

大 崎 町 11.4%

鹿児島市 14.6%

鹿児島県 12.9%

全 国 13.9%
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